距骨および踵骨のvariationについて(III 共同利用研究 2.研究成果) by 西村, 典久 et al.
Title距骨および踵骨のvariationについて(III 共同利用研究 2.研究成果)
Author(s)西村, 典久; 川西, 康之; 島津, 晃

























野 口 浮 夫 (筑波大 ･基礎医学系)
古川 敏紀 ( 〝 )
後藤 裕子 ( 〝 )
羽 柴克子 ( 〝 )






























西 村 典 久 (大阪市大 ･医)
川西康之 ( 〝 )









































寺払 孝 (京大 ･結核胸部研)
清 水慶彦 ( 〝 )
加藤 弘文 く 〝 )







































天 野 栄 子 (乗京医大 ･医)
サルの組織適合性抗原 (MLA)は.ヒト組織
適合性抗原 (ⅡLA)の原型と考えられ.その系
統発生学的な解明に有力な手掛りを与える｡我々
は既にEIJA-A.B抗原に相当するMLRの解
析を行なったので.今回D.I)R抗原について検
討すると共に.サルリンパ球を培養し株化を試み
た｡
まず60頭のニホンザルリンパ球についてE.
EA.EAC各ロゼット形成率.表面免疫グロブ
リン保有細胞の割合を調べ.DR抗原の検索は,
サル同種免疫血清のサル及びヒトBリンパ球に対
する細胞毒性試験によった｡サルD抗原の検山は
30頭のニホンザルを用いて.リンパ球混合増益試
験 (MLC)により行なった｡リンパ 球の増益は
20%FCSを含むRPMI1640培地を用い.5
%C02の条件下で3-4日毎に培地を交換して
継代した｡
サルリンパ球のE.EA.EACロゼット形成率
は.それぞれ平均76.0%.15.6%.および1.2
%で表面免疫グロブリン駒性細胞は13.3%であっ
た｡
次にサルのl)R抗原系については.同位リンパ
球に対して6つの特異性を異にする抗血Wl群に分
類し得た｡同じ抗血清はヒトBリンパ球に対して
はおよそ3つのクラスターを作り.サル同位免疫
血清のうちあるものは同種のリンパ球のみならず.
ヒトBリンパ球とも反応することから.サルとヒ
トの両方に共通のDR抗原が存在することが示さ
れた｡
MI'Cの結果からサルのD抗原系は3つの粥に
分損することができ.またDR抗原系と同様ヒト
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